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焦点を当ててきた (e.g.，野口・吉川， 2009) 0 一方、対入場面における影響については、











実験進行中であり、当報告書では、 12名分のデータについて報告する O 最終的に、 24
名ほどになる予定である。
(2 )方法





























抑制よりも幸福感情の表出が有意に大きいと評価された(F(1，60) = 20.56， pく.001、
Figure. 1-1) 0 また、親密感の自己評定に関して、「相手とまた話してみたしリという項
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& Bargh， 1999; Marsh， Ambady， Kleck， 2005) 0一般に喜びのようなポジティブ表情は受け
手の接近的態度を引き出すと言われている。ネガティブ表情については、結果は一様で
はなく、怒り表情は受け手の回避的態度を引き出し (e.g. Roelofs， Elzinga， & Rotteveel， 




























接近・回避行動の正反応の平均反応時間について、 2(年齢:乳児、大人) X 2 (感





意であり (F(1， 39) = 46.32， pく.001，partial 7J 2 = .54)、接近行動は回避行動よりも




Tab~θ2-1.接近回避課題における平均反応時間 (ms) と標準偏差 (SD)
接近 回避
刺激の種類 平均 SD 平均 SD 
乳児 悲しみ 631.44 67.96 656.99 54.31 
喜び 634.51 53.11 651.36 54.62 
大人 悲しみ 627.52 74.69 647.62 60.87 






































































テスト刺激の悲しみ表情について、順応刺激の主効果が見られなかった (F(4， 39) 








































参加者 大学生 51名が 3名 1組で実験に参加した。 1名は実験操作に気付いたため、
分析からは除外した。




































ていた (t(48) 二一2.31，pく.05，d= 0.62) 0 一方で、分配者役Aに対する提供額につい





分配者役A (統制条件 254.17(212.60) 296.15 (282.11) 
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